
1号焼却炉底部に設置しているストーカ

3号炉ろ過式集じん器内部

定期点検補修工事を実施しています

第59号

大田清掃工場

だより

定期点検補修工事とは、オーバーホールとも呼ばれ、１年

に１度、焼却炉を停止して行うメンテナンスのことです。

この期間に焼却炉を停止しなければ行えない各設備の内部

点検や補修、消耗品の交換などを行います。

定期点検補修工事は、清掃工場が安全で安定した稼働をす

るうえで必要不可欠な作業です。これまでに実施した定期点

検補修工事の一部をご紹介します。

大田清掃工場（新工場）

大田清掃工場（新工場）

大田清掃工場第一工場

大田清掃工場第一工場は３号炉が再稼働してから

初めての定期点検補修工事を令和３年11月から12

月にかけて行いました。

左の写真は、ろ過式集じん器の内部です。内部に

設置された長い筒状のろ布と呼ばれるフィルタが、

排ガス中に含まれる有害な物質を取り除きます。

今回の定期点検補修工事では、ろ過式集じん器内

部の清掃、ろ布に穴が開いていないか、目詰まりし

ていないかの点検を実施しました。

大田清掃工場第一工場

大田清掃工場（新工場）では、定期点検補修工

事を令和４年1月から3月にかけて行っています。

右の写真は、焼却炉の内部です。焼却炉の底部

にストーカという燃焼装置があります。ストーカ

上に乗ったごみを搬送しながら、下から燃焼空気

を供給し、ごみを完全燃焼させます。

今回の定期点検補修工事では、ごみの搬送を安

定して行うための清掃と、ストーカを前後進する

ために必要な車輪の一部交換を実施しました。

ろ布
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第一工場再稼働事業の進捗紹介

放射能等測定結果
　大田清掃工場では、排ガス・焼却灰等の放射能濃度、敷

地境界・灰処理設備等の空間放射線量率を定期的に測定し

ています。

　右表は、令和3年7月から令和3年12月までの、敷地境界

における空間放射線量率の測定結果です。大田区が定期的

に定点測定している区内の値と大きな差はありません。

　排ガス・焼却灰等の放射能等測定結果については、清掃

一組のホームページで公表しています。

空間放射線量率

測定月
単位：μＳｖ/ｈ

敷地境界 大田区内

7月 0.01～0.06

10月 0.02～0.07 0.06

11月 0.02～0.07 0.06

0.06

8月 0.01～0.06 0.05

9月 0.02～0.06 0.05

12月 0.02～0.07 0.05

（注）地表の高さ1mでの測定結果です

工場見学会について
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、当面の間、工場見学を中止しています(見学予約受付も含む)。

　区民の皆様にはご迷惑、ご不便をおかけしますが、ご理解いただきますようお願い申し上げます。

再開につきましては、清掃一組のホームページでご案内いたします。
印 刷 物 登 録

令和3年度 第107号

第一工場再稼働事業では、焼却プラント機器の更新や建物・建築設備などの整備工事を行っています。焼却

炉については、昨年３月に3号炉の整備が完了し操業を再開しており、現在は1,2号炉の再稼働に向けて整備を

行っています。

今回は、自動火災報知設備の更新について紹介します。自動火災報知設備は、火災による煙や熱を感知器が

自動的に感知し、受信機に火災信号などを送り火災地区を表示し、警報ベルを鳴動させ、建物内にいる人に火

災の発生を知らせるものです。今回の更新工事により、感知器の自動試験機能が追加されました。これにより

法定点検での点検器具による作業や高所作業が大幅に減るなど、点検作業が省力化（コストダウン）されまし

た。下の写真は、更新前と後の受信機です。更新前は火災地区表示のランプが多数ありましたが、更新後は液

晶タッチパネルに表示され、ランプ交換が不要となり、操作習得用のシミュレーションや断線表示、履歴記録

などの機能が追加されました。

更新前 更新後

火災地区表示ランプ シミュレーション画面


